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論文内容の要旨
本論文は、中性子放射化分析法および、中性子捕獲 γ線分析法の長所を生かし、小型線源を利用す
ることにより実験室や工場などでの実用分析法を確立するため、基礎研究を行なったもので、 2 章11
節および総括からなっている。
第 1 章は、同位体中性子源を用いたものをまとめている。その第 1 節及び第 2 節では、同位体中性
子源の種類、特性、組み立ておよび使用法を述べている。第 3 節では、 60種余の元素について分析感
度をしらベ、本法の適用範囲を定めた上、亜鉛精錬中間産物中のインジウム、および有機化合物中の
シウ素とヨウ素を定量し、それが迅速非破壊分析に適し、管理分析にも有効であることを確かめてい
る。なお、捕獲γ 線法の研究のため、 241 Am+Be中性子源を使用し、共存γ 線によるパックグランウ
ドを、低下させるしゃへい材を適当に用いて線源・試料・測定系の構成を工夫することにより有効に
即発の捕獲Y 線を測定する装置を作った。これによりガラス中のホウ素、有機化合物中の塩素の分析
法を研究し、中性子捕獲断面積の大きいカドミウムや希土類など10数種元素の迅速、高感度、非破壊
かつオンラインに適した分析法を得ている。
第 2 章では、コッククロフトーワルトン型加速器を用い、 T-d反応による 14MeV の中性子源と
し、これと井戸型Nal(T 1)検出器を気送管でつなぎ、 50種余の元素につき全Y 線測定を行なって、
分析感度を定め、利用できる核反応をしらベた。すなわち、第 1 節では中性子源の説明を、第 2 節で
は照身相寺の中性子東変動を補正するための中性子モニターについて、粒子検出器法、化学法および両
者を総合した自動規格化法の三法を説明している。第 3 節では、本法の感度の実験的決定と考察を、
第 4 節では、 γ 線スペクトロメトリーにおける妨害物対策と測定元素とその最適化学形などを挙げて
いる。第 5 、 6 、 7 節は、実際の分析例で、それぞれ鉄鋼中のケイ素の分析、窒素およびリンの分析、
ケイ素とアルミニウムの分析の実験結果および考察などについて述べている。なお本法は微量のみな
らず常量分析にも適用でき、広く工業的実用分析に応用できるものとしている。
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最後の総括の項では、全般にわたる要約を試みている。
論文の審査結果の要旨
本論文は、実用に供する上で小型で便利な中性子源として、 Ra- Be~原、 Am皿 Be~原およびT-d源
をえらび、それぞれ使用に適した装置化を行い、多くの分析元素の検出感度を定め、分析法としての
改良や新法の確立を行なって、高感度、非破壊、迅速、オンラインなどの各特徴を具えた放射化分析
法を組織化している。
以上のように、本論文は工業分析法および応用放射化学に寄与するところが大きく、博士論文とし
て価値あるものと認める。
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